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高千穂町告示第５号 

 令和４年第１回高千穂町議会定例会を次のとおり招集する 

    令和４年１月20日 

                           高千穂町長 甲斐 宗之 

１ 期 日  令和４年３月２日 

２ 場 所  高千穂町役場議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

藤田 利廣議員        田中 義了議員 

佐藤さつき議員        板倉 哲男議員 

磯貝 助夫議員        本願 和茂議員 

中島 早苗議員        馬原 英治議員 

坂本 弘明議員        工藤 博志議員 

富髙健一郎議員        富髙 友子議員 

佐藤 定信議員                

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和４年 第１回 高 千 穂 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

                             令和４年３月２日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         令和４年３月２日 午前10時00分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに令和４年度施政方針 

 日程第５ 承認第１号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認を

求めることについて 

 日程第６ 承認第２号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認を

求めることについて 

 日程第７ 承認第３号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第１０号）の専決処分の承認

を求めることについて 

 日程第８ 議案第１号 高千穂町消防団条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第２号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 日程第10 議案第３号 高千穂町簡易水道給水条例の一部改正について 

 日程第11 議案第４号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第12 議案第５号 公の施設に関する条例の一部改正について 

 日程第13 議案第６号 道の駅高千穂の設置及び管理に関する条例の制定について 

 日程第14 議案第７号 高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第15 議案第８号 高千穂町長等の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第16 議案第９号 高千穂町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第17 議案第10号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第１１号） 

 日程第18 議案第11号 令和３年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第19 議案第12号 令和３年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第20 議案第13号 令和３年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第21 議案第14号 令和３年度高千穂町国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号） 

 日程第22 議案第15号 令和４年度高千穂町一般会計予算 
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 日程第23 議案第16号 令和４年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第24 議案第17号 令和４年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第25 議案第18号 令和４年度高千穂町下水道事業特別会計予算 

 日程第26 議案第19号 令和４年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第27 議案第20号 令和４年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第28 議案第21号 令和４年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第29 議案第22号 令和４年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算 

 日程第30 議案第23号 令和４年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第31 議案第24号 高千穂町教育委員会委員の任命同意について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに令和４年度施政方針 

 日程第５ 承認第１号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認を

求めることについて 

 日程第６ 承認第２号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認を

求めることについて 

 日程第７ 承認第３号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第１０号）の専決処分の承認

を求めることについて 

 日程第８ 議案第１号 高千穂町消防団条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第２号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 日程第10 議案第３号 高千穂町簡易水道給水条例の一部改正について 

 日程第11 議案第４号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第12 議案第５号 公の施設に関する条例の一部改正について 

 日程第13 議案第６号 道の駅高千穂の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 日程第14 議案第７号 高千穂町職員の給与に関する条例の制定について 

 日程第15 議案第８号 高千穂町長等の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第16 議案第９号 高千穂町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第17 議案第10号 令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第１１号） 
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 日程第18 議案第11号 令和３年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第19 議案第12号 令和３年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第20 議案第13号 令和３年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第21 議案第14号 令和３年度高千穂町国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号） 

 日程第22 議案第15号 令和４年度高千穂町一般会計予算 

 日程第23 議案第16号 令和４年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第24 議案第17号 令和４年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第25 議案第18号 令和４年度高千穂町下水道事業特別会計予算 

 日程第26 議案第19号 令和４年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第27 議案第20号 令和４年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第28 議案第21号 令和４年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第29 議案第22号 令和４年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算 

 日程第30 議案第23号 令和４年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第31 議案第24号 高千穂町教育委員会委員の任命同意について 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 藤田 利廣議員        ２番 田中 義了議員 

３番 佐藤さつき議員        ５番 板倉 哲男議員 

６番 磯貝 助夫議員        ７番 本願 和茂議員 

８番 中島 早苗議員        ９番 馬原 英治議員 

10番 坂本 弘明議員        11番 工藤 博志議員 

12番 富髙健一郎議員        13番 富髙 友子議員 

14番 佐藤 定信議員                   

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 甲斐 順生         書記 南條 良夫 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 甲斐 宗之    副町長 ………………… 藤本 昭人 

教育長 ………………… 戸敷 二郎    総務課長 ……………… 佐藤 英次 



- 5 - 

財政課長 ……………… 興梠 貴俊    総合政策課長 ………… 戸髙 雄司 

税務課長 ……………… 林  謙一    町民生活課長 ………… 甲斐 利一 

企画観光課長 ………… 山下 正弘    福祉保険課長 ………… 有藤 寿満 

農林振興課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 佐藤 峰史 

農地整備課長 ………… 江藤 武憲    建設課長 ……………… 甲斐  徹 

会計管理者 …………… 飯干 美恵    病院事務長 …………… 須藤 浩文 

保健福祉総合センター事務長 ……………………………………………… 興梠 晶彦 

上下水道課長 ………… 江藤 良一                      

教育委員会次長兼教育総務課長 …………………………………………… 河内 晴彦 

監査委員 ……………… 中尾 清美                      

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  開会前にお知らせしておきます。 

 本会議は紙ベースのほうの議案集をメインでお願いいたします。タブレットのほうのページ数

が合いませんので、紙ベースのほうを主でお願いいたします。タブレットのほうは参考程度、補

助程度に扱っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 開会時刻となりました。御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御着席ください。 

○議長（坂本 弘明議員）  ただいまから令和４年第１回高千穂町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（坂本 弘明議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、議席番号

８番、中島早苗議員、議席番号９番、馬原英治議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定について 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第２、会期の決定についてを議題にします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、本日から３月１８日までの１７日間にしたいと思います

が、これに異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から３月

１８日までの１７日間と決定しました。 

 なお、今会期の内訳につきましては、皆様のお手元に配付しています会期予定表のとおり行う

こととします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 最初に、監査検査結果の報告を行います。 

 監査委員から、地方自治法第２３５条の規定に基づく例月現金出納検査の結果が議長に提出さ

れていますので、その写しの配付をもって報告とします。 

 続いて、議会運営委員会の閉会中の継続審査の報告を行います。 

 議会運営委員長から委員会調査報告書が議長に提出されていますので、その写しの配付をもっ

て報告とします。 

 続いて、請願陳情の処理報告を行います。 

 本日までに受理しました陳情２件につきましては、陳情文書表のとおり処理することとしまし

たので、報告します。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告並びに令和４年度施政方針 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第４、行政報告並びに令和４年度施政方針を求めます。 

 町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  おはようございます。 

 本日、令和４年第１回定例会に議員の皆様方には御多用の中に御出席をいただきまして、心か

ら厚く感謝を申し上げます。 

 開会前に、町議会議員として長年にわたり本町の振興発展に多大な貢献をされた功績により、

また、議会の運営及び地域の振興発展への功労が認められ、宮崎県町村議会議長会より表彰の栄

に浴されました富髙友子議員、富髙健一郎議員、工藤博志議員、馬原英治議員に心より敬意を表

しますとともに、改めてお祝いを申し上げます。今後とも本町発展のため御尽力を賜りますよう

お願いし、ますますの御活躍をお祈り申し上げます。 

 さて、令和４年も既に２か月が経過し、年度末の３月を迎えております。年明けは１月４日に

成人式を、５日には昨年実施を見送りました消防出初め式を開催し、日常を取り戻す年にと願っ
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たところでございましたが、残念ながら現在、全国的に新型コロナウイルス感染症第６波の真っ

ただ中にあり、宮崎県内でも新規感染者数が下げ止まり傾向のため、なかなか収束を見通せない

状況にあります。 

 本町をはじめ、西臼杵管内でも感染報告が相次ぎ、残念ながら本町の教育・保育施設ではクラ

スターの発生も確認されました。各施設、事業所においては、できる限りの感染予防対策を講じ

ていただいていると認識をしておりますが、密なケアが必要な施設、あるいは家庭内での感染防

止対策の難しさを実感したところでございます。 

 先日、２月２６日土曜日と２７日日曜日の２日間は、旧高千穂の湯施設を活用し、宮崎県から

委託を受けた民間の事業者に、西臼杵郡内居住者を対象とした「無料ＰＣＲ検査所」を開設して

いただき、町民の不安解消に努めたところでございます。 

 ２日間で４５名が利用され、うち郡内で２名の陽性が確認されたと報告を受けております。 

 町といたしましては、引き続き感染予防対策の啓発や支援、不安の解消に取り組むとともに、

２月１６日から開始をした３回目のワクチン接種、今週末からの小児ワクチン接種のスムーズな

実施に努めてまいります。 

 新型コロナの感染拡大により延期してまいりました町制施行１００周年事業につきましては、

何度も機会を探りながら計画をしてまいりましたが、２月１１日に実施予定でございました「記

念ソング」の発表については、年度内の発表ステージイベントは断念をし、年度中に記者発表と

動画での配信を計画しております。 

 また、４回目の計画となりました「ＮＨＫのど自慢」につきましては、４月１７日日曜日に計

画中ですが、実施につきましては、新型コロナの状況を見て最終判断をしたいと考えております。 

 報道では、都市部で新たに「ステルスオミクロン株」というさらに感染力の強い変異株が広が

りの兆しを見せているとお聞きしますが、新年度こそは、コロナ禍以前の活気を取り戻し、地域

のお祭りやイベントの開催が可能となり、町民の皆様の日常が戻ることを心から願いたいと存じ

ます。 

 それでは、今後の町政運営に対する所信の一端と当面する町政について御報告を申し上げます。 

 まず、令和４年度当初予算編成の考え方についてでございます。 

 背景となる国内の景気の状況についてですが、政府が発表した２月の月例経済報告によります

と、国内景気の基調判断を「持ち直しの動きが続いているものの新型コロナウイルス感染症によ

る厳しい状況が残る中で一部に弱さが見られる」との判断が示されているところでございます。 

 身近なところでも生活に直結する燃料費、食料品等の値上げが続くなど、今後の社会経済活動

の復興が見通しにくい状況が続いております。また、これまでの少子高齢化や人口減少問題に加

え、脱炭素化、デジタル化の推進等がクローズアップされるなど、町政の課題も刻々と変化して
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おります。 

 令和４年度当初予算においては、「第６次高千穂町総合長期計画」及び「第２期高千穂町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づきまして、町の将来像である「世界に誇る地域資源を活

かし、豊かでみんなが輝くまち高千穂」を目指して、町政の各分野において引き続き実効性のあ

る事業に取り組み、本町のさらなる活性化と住民福祉の向上のために努力していく所存でござい

ます。 

 私も就任以来、様々な分野において、本町の持つすばらしい自然環境や景観、文化、産業、人

などの地域資源の優位性や可能性を生かし、将来の持続可能なまちづくりに資する施策に取り組

んでまいりましたし、今後もさらに強く取り組んでまいります。 

 既に実現に至ったものもある中、種をまきつつも花を咲かせるまでには時間のかかる施策もご

ざいますので、令和４年度も継続して、目指す姿の実現に向け着実に事業を進めてまいります。 

 本年度事業としては、特に地域商社、仮称ですが、高千穂まちづくり公社設立や鉄道公園化事

業、水力発電設備整備事業等の大型事業を計画しております。 

 本町の将来を見据え着実に事業を進めてまいりたいと存じます。予算の詳細につきましては、

後ほど提案理由において御説明いたします。 

 なお、新型コロナウイルス関連事業につきましては、今後の状況によって国により示される経

済対策の着実な実施に加え、新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金を活用した独自事業を

町の実情に合わせ立案し、効果的に実施してまいる所存でございます。 

 続いて、当面する町政の状況について御報告させていただきます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症に関するものから御報告をいたします。 

 初めに、「まん延防止等重点措置」に伴う飲食店等への時間短縮要請と協力金の状況について

御報告をいたします。 

 １月２１日、宮崎県がまん延防止等重点措置の対象県となり、同２５日からは県内全市町村が

重点措置区域に指定されたことにより、本町内の飲食店等にも宮崎県から時間短縮営業の要請が

なされたところです。 

 当初２月１３日までの予定でありましたが、その後期間が延長され、その期間は３月６日まで

となっております。 

 今回、宮崎県独自の要請として、アルコールの提供が一切できないこととなっていますので、

休業されているところも多いようですが、今回も飲食業、夕食を伴う宿泊業、約９０施設に御協

力をいただいているところでございます。 

 今回は、国のまん延防止等重点措置の適用を受けておりますので、協力金につきましては、売

上規模により１日３万円から１０万円の範囲で支給されることになっております。財源は国８割、
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県１割、町１割の負担でございます。 

 協力金の支給に関しましては、２月１３日までの前期分については２月１４日から申請受付を

開始し、順次支給しております。また、２月１４日から３月６日までの後期分につきましては、

３月７日から申請受付を開始する予定でございます。 

 ３月、４月は人の移動も多く、通常なら飲食の機会も多くなる時期でもあり影響が大きく、少

しでも早いコロナの収束を願うばかりでございます。 

 次に、臨時特別給付金の進捗状況について御報告をいたします。 

 高校生以下の対象児童がいる子育て世帯に対し、児童１人当たり１０万円を給付する「子育て

世帯等臨時特別給付金」につきましては、公務員世帯以外の一般世帯に対し、昨年１２月２４日

に給付を行っております。 

 公務員世帯につきましては、１月１１日に申請書を発送し、申請があった世帯から順次給付を

行っており、本日現在、８２８世帯、１,６４６名、おおよそ９８％の給付を完了しているとこ

ろであります。今後は、広報等行いながら申請漏れのないよう努めてまいります。 

 次に、住民税非課税世帯等に対する「臨時特別給付金」についてであります。 

 今回、承認第１号にて専決処分の御承認をお願いいたします一般会計補正予算（第８号）に関

するもので、同一世帯全員が令和３年度住民税非課税の世帯に対し、１世帯当たり１０万円を給

付するものであります。 

 給付条件にあった世帯に対し、２月７日に口座情報などの確認書を発送し、返信があり内容確

認が済んだ５００世帯分を第１回目として２月２５日に給付し、続いて５００世帯分を３月４日

に給付予定でございます。今後は、広報等行いながら、当分の間は確認書の提出があった世帯か

ら順次まとめて、週１回程度給付を行ってまいります。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種状況について御報告をいたします。 

 御承知のとおり、ワクチンの追加接種（３回目）は、２回目接種日から６か月を経過した医療

従事者等に対して昨年１２月３日より開始しておりまして、今年の１月末からは、高齢者施設入

所者と従事者を対象に実施してきたところです。 

 ２月１６日からは、高千穂町武道館において集団接種を始めておりますが、まず、２回目接種

から６か月を経過した６５歳以上の高齢者を優先的に、続いて３月末には、６４歳以下から

１８歳以上の方へと順次進めてまいります。 

 そのほか、県の助言を受け警察官、教職員、保育士等のエッセンシャルワーカーにつきまして

も、接種の進捗状況を見ながら、２回目接種から６か月の間隔を置いて接種を進めております。 

 また、今回から接種ワクチンが２回目接種までのファイザー社のものに加え、武田モデルナ社

のものが使えるようになっておりますので、国からのワクチン配分に合わせて、今回の集団接種



- 10 - 

では当面、武田モデルナ社のワクチンを使用してまいります。 

 報道等でも案内がありますように、２回目までのワクチンと違ったワクチンを使用する交互接

種では、副反応はこれまでのワクチンを接種した場合と同程度と言われておりますし、体の中で

作られる抗体の量は増加する傾向にあるとのデータも示されております。このことについては、

町民の皆さんが安心して接種を受けられるようチラシ等でお知らせをしているところでございま

す。 

 なお、５歳から１１歳までの小児接種については、県内他市町村に先駆け、第１回目集団接種

を３月５日に、２回目を３月２６日に武道館で集団接種の形で行う計画でございます。必要なワ

クチンにつきましては、早い段階から計画が立っておりましたことから、県に御配慮をいただき、

優先的に必要量を確保できるめどが立ったところでございます。 

 １８歳以上を対象とした３回目の接種済み者は、２月末現在で２,３１３名、約２０％、うち

高齢者６１３名、約１２％であり、順調に進めば４月中に１８歳以上の集団接種を終了する予定

でございます。 

 参考まで、１・２回目の接種率についてですが、１回目が約９３％、２回目が約９２％と高い

数値となっております。これは県内市町村では３番目に高い接種率となっており、人口

５,０００人以上の市町村では一番高い数値となっております。 

 また、国が定める特例臨時接種期間は、令和４年２月２８日までとされていたものが、令和

４年９月３０日までに延長されたところです。 

 現在、接種券一体型予診票などの発送は完了し、１・２回目が未接種の方の個別接種の受付、

前倒し接種の調整も行っております。 

 ワクチン接種業務については、今後さらに複雑になってくることが考えられます。引き続き医

療機関と連携しながら、安全かつ円滑に業務を進めてまいりますので、議員の皆様にも、御理解

と御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 次に、農林業関係の状況について御報告をいたします。 

 まず、昨年の普通期水稲につきましては、６月中旬から７月上旬の日照不足により穂数が少な

くなったこと、また８月中旬の大雨等により低温・日照不足となり、全もみ数は平年よりやや少

なくなったものの、９月中旬以降は天候に恵まれ、補償作用で粒の肥大が促進され登熟歩合が向

上し、作況指数は「９９」の「平年並み」となりました。 

 夏秋野菜の生育につきましては、８月の長雨により着果不稔、腐敗、軟弱徒長、害虫の発生が

見られ収量が伸び悩みました。また、販売額は全品で前年度より減となり価格差補給交付金が交

付され、平均単価につきましても、８月以降回復した品目もありましたが、ばらつきが見られま

した。 
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 近い将来、産地規模縮小が懸念される中、今後は安定した収入を得やすい契約取引を推進し、

個々の農家経営を安定させる、定時・定量出荷体制の確立と高単価かつ低コスト取引の実現を図

ることとしております。 

 また、２月に行われた令和３年度宮崎県農産園芸特産物総合表彰式では、野菜共進会・産地づ

くり部門（集団）において、東岸寺地区トマト生産組合が優良賞を受賞し、花き共進会・産地づ

くり部門、茶共進会・産地賞の部、葉たばこ共進会においても、個人・地域が各賞を受賞され、

優良生産者の皆様方が産地振興に大きく寄与されております。 

 花卉栽培に関して、２月８日には、「高千穂町冬の花の日キャンペーン」として、町内外の事

業所やマスコミ各社に花束を贈り、反響がございました。 

 「コロナの感染拡大で大変な状況ですが、職員一同お花に癒やされております」や「コロナ禍

によりもどかしい日々が続きますが、色とりどりのラナンキュラスとスイートピーに何だか励ま

されたような気持ちになりました」といったお礼の言葉を頂き、短時間ではありますが、番組内

にて冬の花の日キャンペーンについて触れていただきました。今後も花に彩られたまち高千穂町

を広くＰＲしてまいります。 

 次に、九州中央自動車道の進捗状況についてでございます。 

 御案内のとおり、昨年３月に高千穂雲海橋道路の事業化が決定し、その後、各種調査、地元関

係者への立入説明等が進み、国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所により、本年１月

１５日に高千穂町自然休養村管理センターにて「中心杭打ち式」が、新型コロナウイルス感染症

に配慮した形で開催されたところであります。 

 式典で九州地方整備局藤巻局長は、「九州中央自動車道は九州自動車道と東九州自動車道を結

ぶ幹線道路で、地域経済活性化、人・物の交流活性化、災害時においても人・物・情報を運ぶ極

めて重要な路線と認識している」とし、「今後本格的な測量に着手し、１２月に成立した補正予

算で道路設計を進めていきたい」と式辞を述べられました。 

 また、河野俊嗣宮崎県知事をはじめ、宮崎県選出国会議員の皆様、県議会議長、多くの来賓の

方々から祝辞を頂き、早期整備に向けて関係者一同の機運が高まったところであります。 

 そして、来る３月６日には、五ヶ瀬町で五ヶ瀬高千穂道路の着工式が開催されることになって

おり、令和３年度は８月の高千穂日之影道路の開通から始まり、西臼杵郡内３町でそれぞれに高

速道路整備の節目となる一年になったと考えております。 

 今後とも国土交通省をはじめ、宮崎・熊本両県、計画沿線自治体の官民一体となって、九州中

央自動車道の全線９５キロ区間の早期完成に向けて取り組んでいきたいと考えますので、議会の

皆様の御支援、御協力をお願い申し上げます。 

 次に、広域観光連携事業について御報告をいたします。 
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 ２月２１日に大分市において、広域観光連携事業発表会が行われました。これは、金融機関と

して地方創生を推進されている大分県信用組合の仲介により、高千穂と別府が今後観光面で連携

していくために高千穂町、別府市、高千穂町観光協会、大分県信用組合の４者で「県境広域連携

による観光振興に係る覚書」を締結、併せて、観光振興に係る資金面でのサポートなどを目的に、

高千穂町、高千穂町観光協会、大分県信用組合、熊本県信用組合の４者による「交流人口増加支

援に係る覚書」を締結したことの発表でございました。 

 この話は２年ほど前から進んでいるものでありまして、令和２年３月に議会全員協議会におい

ても説明をさせていただきましたが、コロナ禍のため中断をしていたところです。この連携と併

せて、神仏習合文化が根づき、歴史ある信仰の地であり世界農業遺産の地域でもある宇佐国東半

島地域の自治体や関係事業団体による「宇佐国東半島観光・地域振興広域連携Ｐｒｏｊｅｃｔ推

進協議会」にも加入をさせていただくこととなっております。 

 具体的な動きはまだこれからではありますが、これにより、世界屈指の温泉資源を持つ別府、

そして神仏習合の聖地宇佐国東半島、そして神話の里高千穂が線でつながり、魅力あふれる東九

州の広域観光圏へと展開し、交流人口の増加が図られるものと考えております。 

 特に滞在時間が長く、観光消費額も高く、滞在地域への経済効果が高いとされる、欧米豪等を

中心としたインバウンドも意識しながら、新たな広域の観光ルートに発展させてまいりたいと考

えております。 

 次に、西臼杵３公立病院の統合再編に伴う進捗状況について御報告をいたします。 

 昨年１０月１８日に、高千穂町議会公立病院の広域医療等に関する特別委員会を開いていただ

き、西臼杵地域における医療連携に係る基本構想案について御説明し、御意見を伺ったところで

ございます。 

 特に３病院がそれぞれに適した入院機能へ転換することについて、外来においては、郡外の連

携病院とのオンライン診療の検討を行うことについて、医師確保においては、３病院が共同で多

様な取組を行い、魅力ある病院や地域づくりに取り組むことについて、経営形態については、

３病院が経営統合し、医療提供体制及び経営基盤の強化を図ることについてなどの御意見をお伺

いし、１０月２５日に最終の基本構想を公表させていただきました。 

 その後、３町立病院の医師に対するヒアリングや職員向けのアンケート調査を実施し、現場の

御意見を再度伺っております。 

 医師からは、経営統合や機能再編についての反対意見はなく、自治医科大卒の医師派遣の継続

やオンライン診療、総合診療医を育成するための環境整備の必要性などについて御意見をいただ

きました。 

 病院職員からは、３病院の医療機能が強化され、医療提供体制が長期的に維持される必要性や
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職員間のコミュニケーション、３病院間の異動や給与制度についての御意見も伺っております。 

 また、並行して基本構想に掲げた内容を実現するため、病院職員を中心とした１０のワーキン

ググループを設置し、診療や情報システムなどといった分野ごとに検討を始めております。 

 このほか、経営統合に係る人事、財政、行政に関する３町担当職員による会議も進めており、

現在は給与制度の調整などについて、慎重に取り組んでいるところでございます。 

 議員の皆様には、本定例会会期中に公立病院の広域医療等に関する特別委員会を開催していた

だき、これまでの取組の詳細や今後のスケジュール等について御説明をさせていただきたいと考

えておりますので、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、行政報告といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  以上で、町長の行政報告並びに令和４年度施政方針が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．承認第１号 

日程第６．承認第２号 

日程第７．承認第３号 

日程第８．議案第１号 

日程第９．議案第２号 

日程第１０．議案第３号 

日程第１１．議案第４号 

日程第１２．議案第５号 

日程第１３．議案第６号 

日程第１４．議案第７号 

日程第１５．議案第８号 

日程第１６．議案第９号 

日程第１７．議案第１０号 

日程第１８．議案第１１号 

日程第１９．議案第１２号 

日程第２０．議案第１３号 

日程第２１．議案第１４号 

日程第２２．議案第１５号 

日程第２３．議案第１６号 

日程第２４．議案第１７号 

日程第２５．議案第１８号 
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日程第２６．議案第１９号 

日程第２７．議案第２０号 

日程第２８．議案第２１号 

日程第２９．議案第２２号 

日程第３０．議案第２３号 

日程第３１．議案第２４号 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第５、承認第１号から日程第３１、議案第２４号までの専

決処分承認３件、条例制定１件、条例改正８件、補正予算５件、当初予算９件、人事案件１件の

町長提出の承認、議案、合計２７件の提案理由の説明を求めます。 

 最初に、町長の説明を求めます。町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

 本日提案します議案は、承認３件、条例案件９件、補正予算５件、当初予算９件、その他１件

の合計２７件でございます。 

 初めに、承認第１号令和３年度一般会計補正予算（第８号）についてでありますが、令和４年

１月２４日付で本職において専決処分を行いましたので、法の定めに基づき御報告申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億５,７４６万４,０００円を追加し、歳入歳出の予

算の総額を９６億５,５２９万７,０００円とするものでございます。 

 内容は、令和３年１１月１９日に閣議決定された「コロナ克服・新時代開拓のための経済対

策」において、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を措置し、都道府県等が地域

の実情に応じて必要な感染防止対策等の事業を実施できるようにするとされたことを踏まえて、

国の令和３年度補正予算が成立したことから、補正予算（第８号）において臨時交付金の対象事

業予算を計上したものです。 

 また、国の非課税世帯臨時給付金事業として１世帯に１０万円の臨時給付を行うための予算も

併せて計上したところでございます。 

 次に、承認第２号令和３年度一般会計補正予算（第９号）でありますが、同じく令和４年１月

２５日付で専決処分を行いましたので、御報告申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６,２３３万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を９７億１,７６３万２,０００円とするものでございます。 

 補正内容は、宮崎県がまん延防止等重点措置のために、県下全域の飲食店等に１月２５日から

２月１３日までの間、営業時間短縮の協力要請を行ったことから、対象事業者への協力金支給に

関わる予算計上を行ったものであります。 

 次に、承認第３号令和３年度一般会計補正予算（第１０号）についてでありますが、同じく
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２月１４日に専決処分を行いましたので、御報告申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６,６６０万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を９７億８,４２３万７,０００円とするものでございます。 

 補正内容は、さきに申し上げました新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置の指定

期間が３月６日まで延長されたことに伴い、協力金の追加支給を行うものであります。 

 以上、承認３件につきましては、新型コロナウイルス感染症対応のため事業実施、困窮者支援

のための予算措置が早急に必要であったことから専決処分を行ったものでございます。 

 次に、議案第１号高千穂町消防団条例の一部改正について御説明いたします。 

 今回の改正は、消防団条例中に定めのある消防団員の報酬及び費用弁償を改正するものです。 

 火災等の災害時や出初め式等に団員が出動した場合、これまで「費用弁償」として支給してい

た手当の額を「報酬」と「費用弁償」に改め、基準となる活動時間を２区分から３区分に変更し、

活動時間に応じ、報酬、費用弁償を合わせて支給いたします。 

 次に、議案第２号職員の育児休業等に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 今回の改正は、職員の育児休業等を定める条例について、対象となる職員に非常勤職員を加え、

また、育児休業を申し出た職員への必要な措置を講ずるための改正を行うものであります。 

 次に、議案第３号高千穂町簡易水道給水条例の一部改正について御説明いたします。 

 今回の改正は、管理運営を統合した馬場簡易水道組合の水道使用料を本年４月１日から、高千

穂町上水道使用料と同額にするため、第２５条の別表第３を改正するものであります。 

 次に、議案第４号高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について御説明いたします。 

 国は、現在の健康保険制度の構造を見直し、全ての世代で広く支えていくため、「全世代型社

会保障改革の方針」を令和２年１２月１５日に閣議決定しました。 

 今回の改正は、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する

法律が、令和３年６月１１日に公布されたことによるもので、国保制度においては、子ども・子

育て支援の拡充を行うものであります。 

 次に、議案第５号公の施設に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 公の施設に関する条例の別表第１中「高千穂町農林水産物直売・食材供給施設」を「道の駅高

千穂（物産館・レストラン）」に改め、「高千穂がまだせ市場直売所鬼八の蔵」を同表に加える

ものであります。 

 次に、議案第６号道の駅高千穂の設置及び管理に関する条例の制定について御説明申し上げま

す。 

 道路利用者の利便性の向上と施設の利用促進を図り、安全で快適な道路交通環境の形成及び地

域振興に寄与する施設として、指定管理者制度を考慮し、道の駅高千穂の設置及び管理に関する
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条例を制定するものであります。 

 次に、議案第７号高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 本件は、令和３年度の人事院勧告に基づく改正でありますが、期末手当を年間０.１５月の減

とするため、条例の一部を改正するものです。 

 また、医療職給料表（三）級別職務分類表の改正を行うものであります。 

 次に、議案第８号高千穂町長等の給与に関する条例の一部改正について及び議案第９号高千穂

町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正についてを一括して説明いたします。 

 本２件につきましても、令和３年度の人事院勧告に基づき、期末手当を年間０.１月の減とす

るため、条例の一部を改正するものであります。 

 次に、議案第１０号から第１４号までの補正予算５件について御説明申し上げます。 

 まず、議案第１０号の令和３年度一般会計補正予算（第１１号）についてでありますが、歳入

歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９,６３５万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

９６億８,７８８万３,０００円とするものでございます。 

 今回の補正は、事業実績見込みによる予算額の増減及び事業の前倒し等による増額等が主なも

のでございます。 

 詳細及び議案第１１号から第１４号の特別会計補正予算及び企業会計補正予算につきましては、

それぞれ担当課長が説明をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、議案第１５号令和４年度高千穂町一般会計予算について御説明申し上げます。 

 新年度予算の総額は８６億８００万円、前年度比９,８００万円、率にして約１.２％増額の予

算になったところであります。 

 増額となった主な要因は、小水力発電施設整備事業、経済好循環創造プロジェクト事業、都市

再生整備計画事業に伴う経費の増が主なものでございます。 

 主な事業としましては、基幹産業であります農林業の振興として、野菜、果樹、花卉栽培施設

整備、シイタケ施設整備生産拡大、高千穂ファーマーズスクール本格実施を含めた農業担い手後

継者育成支援事業、畜産振興、農業生産基盤の整備、道の駅がまだせ市場運営事業、農道林道整

備、森林整備及び有害鳥獣対策、農地防災・減災事業等の経費を計上したところでございます。 

 商工・観光振興では、新型コロナウイルス感染症対策利子補給事業、観光施設管理運営費、移

住・定住コーディネート事業、鉄道公園化事業、観光マスタープラン更新等に係る経費を計上し

ております。 

 交通網インフラ整備としては、道整備交付金事業、社会資本整備交付金事業、道路新設改良事

業、道路維持事業、自然災害防止事業、まちづくり事業、九州中央自動車道関連事業費等の経費

を上げております。 
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 生活環境地域振興としては、ふれあいバス車両更新、合併処理浄化槽設置事業、各種のまちづ

くりイベント事業の経費を計上しております。 

 教育・福祉関連の事業としましては、スクールアシスタント配置事業、高千穂高校魅力化推進

事業、公立病院統合再編事業、地域福祉計画策定業務、不妊治療助成事業、子育て支援金事業等

の少子化対策、児童遊園地整備事業、支援対象児童等見守り強化事業、子宮頸がんワクチン予防

接種事業、障害者・児童福祉・高齢者対策など、それぞれの予算を計上したところであります。 

 一方、歳入ですが、町税及び地方譲与税は、令和３年度実績として、当初見込みに対し、新型

コロナの影響が少なかったことから、例年程度の額を計上いたしました。 

 地方交付税につきましては、総務省の地方財政計画の要求額の伸びに応じ、昨年度より１億

４,４１１万７,０００円増額して計上しております。 

 ふるさと応援寄附金につきましては、昨年度と同額で計上しております。 

 町債につきましては、地方財政計画により臨時財政対策債が大幅に減額される見込みでありま

すが、可能な限り交付税により措置されるもの及び将来にわたり世代間で公正な負担となるよう、

事業を抽出して充当したところであります。 

 また、国・県支出金につきましては、それぞれ事業に見合う予算措置をしたところでございま

す。 

 繰入金につきましては、財政調整基金及び各基金の設置目的に沿った繰入れを計画しておりま

す。 

 以上、一般会計当初予算の概要でございます。 

 次に、議案第１６号令和４年度高千穂町国民健康保険特別会計予算について御説明いたします。 

 令和４年度予算につきましては、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億６,６３４万

９,０００円計上しており、前年度より１,９５３万５,０００円、１.１％の減となっております。 

 本年２月１日現在、国保加入世帯は１,９７０世帯、被保険者数は３,２０３名であり、昨年の

同時期と比較して１２８名の減となっております。 

 県の試算では、新型コロナウイルス感染症による病院の受診控えや人口減少などによる医療費

の減額を見込んでおりますが、引き続き医療費の抑制を図るため、保健予防活動を積極的に推進

し、健全な国保運営に努めてまいります。 

 次に、議案第１７号令和４年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算について御説明いたします。 

 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,０４６万９,０００円とするものであります。 

 歳入の内訳は、水道使用料一般会計繰入金であります。 

 歳出の主なものは、職員の人件費、各簡易水道組合への維持管理負担金、簡易水道組合の統合

に伴う委託料や電気料等の衛生費であります。 
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 次に、議案第１８号令和４年度高千穂町下水道事業特別会計予算について御説明いたします。 

 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５,１８６万円と定めるものであります。 

 歳入の主なものは、国庫補助金、一般会計繰入金、県の行う真名井橋梁架け替え工事に伴う下

水道管移設に対する補償金、下水道使用料であります。 

 歳出の主なものは、総務管理費のうち、人件費等、公営企業会計移行業務委託料等、下水道費

は、補助事業及び単独事業費、公債費、施設管理費であります。 

 次に、議案第１９号令和４年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算について御説明申し上

げます。 

 介護保険の認定業務を行うために、西臼杵３町で介護認定審査会を共同設置しておりますが、

令和４年度当初予算の総額を歳入歳出それぞれ１,３４４万２,０００円で計上し、対前年度比

１０２万５,０００円、８.３％の増額となっております。 

 次に、議案第２０号令和４年度高千穂町介護保険特別会計予算について御説明申し上げます。 

 本年２月１日における介護保険第１号被保険者数は５,１０５名で、高齢化率が４３％を超え

ており、介護給付費の増加が懸念されるところであります。令和４年度当初予算の総額を保険事

業勘定で、歳入歳出それぞれ１４億５,９２６万５,０００円を計上し、対前年度比６.６％の減

額となっております。 

 また、サービス事業勘定では、歳入歳出それぞれ１,１４１万円で計上し、対前年度比１０％

の減額となっております。 

 人生１００年といわれる時代の中、令和４年度につきましても、介護予防事業を積極的に実施

し、健康寿命を延ばす取組を行ってまいります。 

 次に、議案第２１号令和４年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算について御説明いたしま

す。 

 令和４年度予算につきましては、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億８,００２万円計上して

おり、前年度より１,３０７万２,０００円、６.８％の減であります。 

 本年２月１日現在、被保険者数は２,６６１名であり、昨年同時期と比較し、１８名の減とな

っております。広域連合の試算では、新型コロナウイルス感染症による病院の受診控えなどによ

る医療費の減額を見込んでおりますが、引き続き医療費の抑制を図るため、保健予防活動を積極

的に推進し、健全な運営に努めてまいります。 

 次に、議案第２２号令和４年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算について御説明いたし

ます。 

 令和４年度の収益的収支予算につきましては、収益的収入額を２０億８,２７３万４,０００円、

収益的支出額を２３億９,３６６万９,０００円と見込んでおります。 
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 また、資本的収支の資本的収入額を１億３,８６４万５,０００円、資本的支出額を２億

７,３５３万７,０００円と見込んでおります。 

 資本的収支の不足額１億３,４８９万２,０００円につきましては、消費税資本的収支調整額及

び過年度分損益勘定留保資金で補填するものとしております。 

 町立病院の運営につきましては、厳しい経営状況となっておりますが、今後とも地域医療ニー

ズに合った医療を提供し、患者様、御家族の皆様の満足度向上に努め、西臼杵の中核病院として、

さらに努力をいたす所存でございますので、議員各位のさらなる御支援をお願い申し上げます。 

 次に、議案第２３号令和４年度高千穂町水道事業会計予算について御説明申し上げます。 

 まず、第２条の業務の予定量としましては、給水戸数３,２１７戸、年間総給水量１０８万

８,２９９立方メートル、１日平均給水量２,９８２立方メートルを予定しております。 

 また、主要な建設改良事業は、施設改良費と固定資産購入費を合わせまして、２,５３０万円

としております。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額は、水道事業収益、水道事業費用をそれぞれ同額の１億

４,６３８万１,０００円としております。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額では、主な収入は企業債の２,０００万円と、国道

３２５号線道路拡張工事及び真名井橋梁架け替え工事に伴う水道管移設工事補償金の４００万円

であります。支出は、建設改良費や企業債償還金などを合わせて３,９０５万７,０００円を計上

しております。 

 なお、資本的収支の不足額１,５０５万４,０００円は、内部留保資金、建設改良積立金等で補

填する予定としております。 

 最後に、議案第２４号高千穂町教育委員会委員の任命同意について御説明いたします。 

 高千穂町教育委員会委員の山中仁美氏の任期が本年３月１２日まででありますので、後任に戸

髙牧子氏を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、議会の

同意をお願いするものでございます。 

 任期は、令和４年３月１３日から令和８年３月１２日までの４年間でございますが、経歴等に

つきましては記載のとおりでございます。 

 平成３０年３月から委員を務めていただきました山中氏には、１期４年間、本町教育行政の発

展に御尽力を賜り、心より敬意を表し感謝を申し上げます。山中氏の今後ますますの御活躍と御

健勝をお祈り申し上げます。 

 以上、私からの提案理由の説明でございました。 

 詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明いたしますので、御審議いただきますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 



- 20 - 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  以上で町長の説明が終わりました。 

 ここで、１１時１０分まで休憩します。 

午前11時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 これから関係課長の説明を求めます。 

 まず、令和４年度当初予算を除く議案について説明を求めます。 

 初めに、承認第１号、第２号、第３号、議案第１０号について、財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  それでは、財政課所管の承認第１号、第２号、第３号及び議案第

１０号について御説明いたします。 

 まず、承認第１号令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認を求める

ことについて御説明いたします。 

 議案集３ページをお開きください。 

 今回の専決処分は、歳入歳出予算それぞれに２億５,７４６万４,０００円を追加し、歳入歳出

の総額を９６億５,５２９万７,０００円とするものであります。 

 次のページをお開きください。 

 まず、歳出ですが、民生費、２億５,５５１万円の増は、新型コロナ感染症の影響が長期化す

る中で、困難に直面している方々への給付を行う非課税世帯臨時特別給付金事業２億

５,４８６万６,０００円、ウェブ会議ネットワーク構築事業４４万６,０００円、抗原検査キッ

ト購入費１９万８,０００円、衛生費が新型コロナ体制整備のための町病院繰出金１９５万

４,０００円、商工費が国の新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金事業として、令和３年

８月、９月の営業時間短縮協力金町負担金の財源組替えとなっております。 

 歳入につきましては、国庫支出金２億６,９０１万２,０００円及び財源組替えによる基金繰入

金の減等１,１５８万６,０００円となっています。 

 次に、承認第２号令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認を求める

ことについて御説明いたします。 

 議案集の１７ページをお開きください。 

 歳入歳出予算それぞれに６,２３３万５,０００円を追加し、歳入歳出の総額を９７億

１,７６３万２,０００円とするものであります。 

 次のページをお開きください。 
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 まず歳出ですが、商工費で宮崎県が新型コロナウイルス感染症まん延防止措置のため、県下全

域の食事提供事業者へ営業時間短縮の要請を行ったことに伴い、協力金を支給するための経費と

して、総額６,２３３万５,０００円を計上しました。 

 歳入につきましては、県の感染症対策休業要請協力金事業補助金５,６１１万５,０００円と、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金６２２万円により対応しております。 

 次に、承認第３号令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第１０号）の専決処分の承認を求め

ることについて御説明いたします。 

 議案集の３１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算それぞれに６,６６０万５,０００円を追加し、歳入歳出の総額を９７億

８,４２３万７,０００円とするものであります。 

 次のページをお開きください。 

 まず、歳出ですが、商工費で、新型コロナウイルス感染症まん延防止措置が２月１６日から

３月６日まで延長されたことに伴いまして、営業時間短縮要請に係る協力金６,６６０万

５,０００円を計上しました。 

 歳入につきましては、県の感染症対策休業要請協力金事業補助金５,９９８万４,０００円と新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金５２５万５,０００円及び一般財源等により対

応しております。 

 次に、議案第１０号令和３年度高千穂町一般会計補正予算（第１１号）について御説明いたし

ます。 

 議案集の７１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算の総額から９,６３５万４,０００円を減額し、歳入歳出の総額を９６億

８,７８８万３,０００円とするものであります。 

 また、第２条で繰越明許費を計上するものです。 

 まず歳出から主なものについて御説明いたします。 

 ７４ページをお開きください。 

 各費目内で増減がありますが、新型コロナウイルス感染症の影響による歳出見込みの減と決算

見込みによる事業費の増が主なものです。 

 議会費は４４１万円の減額で、実績見込みによる減です。 

 総務費は２,３３５万１,０００円の減額ですが、総務管理費でふるさと納税事業２,００８万

７,０００円の減、企画費の各種イベント補助金等１,８９３万４,０００円の減、増額では、公

共施設等整備基金積立金５,６５６万９,０００円、戸籍住民基本台帳費２７０万６,０００円、

コンピューター運用管理費１９８万円の増等となっています。 
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 民生費は、４,６１１万２,０００円の増額です。老人福祉施設費のときわ園指定管理委託料の

増３００万円、障害福祉サービス費７３５万２,０００円、児童福祉施設費の保育士処遇改善臨

時特例交付金補助金２７４万３,０００円、保育園等扶助費３,８７５万９,０００円の増が主な

ものです。 

 衛生費は１０２万２,０００円の増額です。産婦人科運営補助金５０万４,０００円、国保病院

会計繰出金の増、３５２万８,０００円が主なものです。 

 農林水産業費は１,４４４万９,０００円の減額です。農業振興費が、地域集積協力補助金

１,２８５万円、農地費が農地防災事業等により３,６７６万７,０００円の増、林業土木費は県

単林道網総合整備事業等で６４４万９,０００円の減等が主なものです。 

 次に、商工費は２,４７６万４,０００円の減額です。観光振興費が各種イベントの未実施等に

より１,５４２万６,０００円の減、四季見原公園管理事業費が１５３万円の減となっております。 

 次に、土木費は２,０５３万６,０００円の減額です。都市計画総務費の下水道事業特別会計繰

出金４００万円、まちづくり事業費は８６０万４,０００円の減額となっております。 

 次に、消防費は１,５７７万円の減額です。消防団活動や行事の中止により、非常備消防費

９０１万９,０００円の減、消防施設費の車両購入費７０９万８,０００円の減が主なものです。 

 教育費は２,３６１万５,０００円の減額です。教育振興費の各種補助金１５７万２,０００円、

国民文化祭の関連経費５６７万８,０００円、社会体育関係補助金２７０万円の減等が主なもの

です。 

 最後に、災害復旧費は、１,６５９万３,０００円の減額です。農地農業用施設、公共土木施設

災害復旧工事費の確定によるものです。 

 続いて、歳入について御説明いたします。 

 前に戻って、７３ページをお開きください。 

 まず、町税は、１,７７７万３,０００円の増額ですが、現年課税分の収入見込みによる増です。

分担金及び負担金は２９７万１,０００円の増額です。県営農村地域防災減災事業費分担金の増

等によるものです。使用料及び手数料は、１,８２０万円の減額です。ふれあいバス使用料、高

千穂峡駐車場使用料等の減となっております。 

 国庫支出金は、１,５２２万８,０００円の増額です。児童福祉費負担金１,７６９万円、新型

コロナワクチン接種臨時交付金１７０万２,０００円、住民基本台帳システム改修補助金

２７０万６,０００円、地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築事業費補助金３３５万

５,０００円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金５０２万２,０００円の増等と、

事業実績による減によるものです。 

 県支出金は、５,０４６万４,０００円の増額です。農地防災事業費３,７４９万７,０００円の
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増、機構集積協力交付金事業補助金１,２８４万９,０００円の増等と、各種事業の実績による減

が主なものです。 

 財産収入は３,３２２万９,０００円の減額です。町有地売払い収入は１６１万４,０００円の

増、養魚場の魚売払い収入が２７８万円の減、農林水産物直販売上収入２,０３３万７,０００円

の減、食材供給施設売上収入１,１７０万５,０００円の減です。 

 寄附金は１,０１９万円の減額です。ふるさと納税寄附金１,２５０万円の減と、一般寄附金等

の増によるものです。 

 繰入金１億１,９８１万円の減額は、財政調整基金繰入金及び新型コロナウイルス感染症対策

基金繰入金の減です。 

 諸収入は１３６万１,０００円の減額です。造林事業収入４６０万円の減と、高齢者の保健事

業と介護予防の一体的実施に関する事業受託費２６０万１,０００円の増が主なものです。 

 議案集の７７ページ以降に、歳入歳出補正予算の事項別明細書を添付しておりますので、参考

にしていただきたいと存じます。 

 以上で、承認第１号、第２号、第３号及び議案第１０号令和３年度一般会計補正予算（第

１１号）の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第１号、第２号、第７号、第８号、第９号について、総

務課長。 

○総務課長（佐藤 英次課長）  それでは、総務課所管の議案５件について御説明いたします。 

 まず、議案第１号高千穂町消防団条例の一部改正について御説明申し上げます。 

 議案集４３ページからになります。 

 消防団条例の団員の報酬、費用弁償に係る第１４条、第１５条を改正するものです。 

 まず、第１４条において、火災等の災害時に団員が出動した場合、これまで費用弁償として支

給していた手当に相当する額を報酬とし、別表第２でその額について、活動時間を５時間未満、

５時間以上８時間未満、８時間以上の３区分に変更し、業務を災害出動等と訓練等に改めるもの

です。支給額については、それぞれ別表のとおりであります。 

 次に、第１５条において、出動した場合の費用弁償額を１回１,０００円と定め、また、別表

第３を設け、業務をポンプ整備及び夜警とし、それぞれ月額２,０００円、及び年額５万円と定

めるものです。 

 この条例の施行日は、本年４月１日であります。 

 次に、議案第２号職員の育児休業等に関する条例の一部改正について御説明申し上げます。 

 議案集４７ページからになります。 

 今回の改正は、育児休業法の改正に伴い、人事院規則が改正されたため、職員の育児休業等を
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定める条例を改正するものです。 

 まず、条例第２条に該当する職員に会計年度任用職員を加え、第１７条で、育児休業を取得す

ることができない短時間勤務をしている職員の要件を改正するものです。 

 次に、新たに第２１条、第２２条を追加し、第２１条第１項で、妊娠または出産等についての

申し出があった場合の措置を、同条第２項で、育児休業を申し出た職員が不利益な取扱いを受け

ることのないことを定め、第２２条で、任命権者が育児休業の請求の承認が円滑に行われるため、

育児休業に関する研修の実施、相談体制及び勤務環境の整備に関する措置を行うことを定めるも

のです。 

 この条例の施行日は、本年４月１日であります。 

 次に、議案第７号高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正について御説明申し上げます。 

 議案集６１ページからになります。 

 本件は、令和３年度の人事院勧告に基づく期末手当の改正でありますが、年間の支給月数が

２.５５月から２.４０月へと０.１５月引き下げられたため、条例の一部を改正するものであり

ます。 

 まず、第１７条第２項で、本年６、１２月の期末手当を１００分の１２７.５から、１００分

の１２０.０へ、０.０７５月減とし、再任用職員については、１００分の７２.５から１００分

の６７.５へ、０.０５月減とするものです。 

 この条例は公布の日から施行し、なお、特例措置として、本年６月期の期末手当より、昨年

１２月に支給された期末手当の１２７.５分の１５を、再任用職員は７２.５分の１０を減額する

ものであります。 

 次に、高千穂町職員の給与に関する条例第４条に係る別表第４のウ、医療職給料表、３、級別

職務分類表について、５級の職務２に、課長補佐の職務を追加するものです。補佐の職名で５級

の職務を担えるよう改正を行うものであります。 

 次に、議案第８号高千穂町長等の給与に関する条例の一部改正について、及び議案第９号高千

穂町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正についてを一括して御説明申し上

げます。 

 議案集の６５、６７ページからになります。 

 本２件につきましても、昨年度の人事院勧告に基づき、条例の一部を改正するものであります。 

 年間の支給月数が２.９５月から２.８５月へと０.１０月引き下げられたため、第４条で、本

年６、１２月の期末手当を１００分の１６７.５から１００分の１６２.５へ、０.０５月減とす

るものであります。 

 この条例は公布の日より施行し、なお、特例措置として、本年６月期の期末手当より、昨年
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１２月に支給された期末手当の額に１６７.５分の１０を乗じた額を減ずるものであります。 

 以上で総務課所管の条例改正議案５件の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第３号、第１２号について、上下水道課長。 

○上下水道課長（江藤 良一課長）  上下水道課所管の条例改正１件、特別会計補正予算１件につ

いて御説明いたします。 

 まず、議案第３号高千穂町簡易水道給水条例の一部改正について、御説明いたします。 

 議案集の４９ページからになります。 

 今回の改正は、令和２年度に管理運営を町に統合した、河内の馬場簡易水道組合の水道使用料

を、本年４月１日から上水道使用料と同額の基本料金と従量料金を徴収するために、議会の議決

を求めるものであります。 

 次に、議案第１２号令和３年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第３号）でありますが、

議案集の１４１ページからになります。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ７００万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を、歳入歳出それぞれ２億１,１６６万２,０００円とするものであります。 

 詳細につきましては、次のページを御覧ください。 

 歳入は、繰入金、他会計繰入金、一般会計繰入金を４００万円減額し、補正後の額を１億

１,８１５万７,０００円とするものであります。 

 また、町債の下水道債を３００万円減額し、補正後の額を１,０８０万円とするものでありま

す。 

 次ページを御覧ください。 

 一方、歳出につきましては、総務費の一般管理費の委託料を３００万円減額し、補正後の額を

４,６３０万８,０００円とするものであります。 

 また、土木費、下水道事業費の委託料を４００万円減額し、補正後の額を１,１３３万

４,０００円とするものです。これは、下水道マンホールポンプ監視装置システム更新委託料が

確定したこと等による減額です。 

 次に、１４４ページの繰越明許費について御説明いたします。 

 繰越しを行う業務は、高千穂町浄化センターのエアレーション装置の修繕業務であります。令

和３年度末までに完成予定で、修繕契約を交わしましたが、コロナ感染症第６波の拡大に伴い、

資材の調達ができないことが判明しましたので繰り越すものであります。 

 次に、次ページの債務負担行為補正について御説明いたします。 

 上段の企業会計システム導入業務委託につきましては、令和４年度の単年度で限度額６００万
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円により業務の管理を予定しているところでございます。 

 また、下段の下水道マンホールポンプ場監視装置システムの更新委託につきましては、令和

３年度を初年度として、２か年で総額２,１８４万７,０００円の債務負担を行い、マンホールポ

ンプ場監視装置システムの更新を行うものです。 

 以上、上下水道課所管の条例改正、特別会計補正予算、それぞれ１件につきまして御審議のほ

どをお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第４号、第１１号について、福祉保険課長。 

○福祉保険課長（有藤 寿満課長）  福祉保険課所管の条例改正議案１件、補正予算議案１件につ

きまして御説明いたします。 

 議案集の５１ページを御覧ください。 

 初めに、議案第４号高千穂町国民健康保険税条例の一部改正についてであります。 

 国は、現在の健康保険制度において、医療費等の現役世代に係る費用は比較的少なく、高齢者

世代が中心である。逆に保険税等の負担は、高齢者世代は比較的少なく、現役世代が中心である

と分析していることから、制度の構造を見直し、全ての世代で広く支えていくため、全世代型社

会保障改革の方針を令和２年１２月１５日に閣議決定いたしました。 

 今回の改正は、この社会保障改革の方針を受け、全世代対応型の社会保障制度を構築するため

の健康保険法等の一部を改正する法律が、令和３年６月１１日に公布されたことによるもので、

子ども・子育て支援の拡充を行うものであります。 

 改正の内容でありますが、６歳以下の未就学児がいる国保世帯に対し、国民健康保険税の被保

険者均等割額の一部を、未就学児の人数分減額するというものであります。 

 ５２ページを御覧ください。 

 中段部分に２とありますが、ここが条例第２２条第２項になり、未就学児の定義が記載され、

（１）第１号に国保医療給付分の軽減額が、（２）第２号に後期高齢者支援金分の軽減額が記載

されております。具体的な軽減額でありますが、この１号と２号を足した未就学児１人当たり、

アが７割軽減対象世帯分で１号の２,９７０円と、２号の９９０円を足した３,９６０円、イが

５割軽減対象世帯分で、１号、２号それぞれを足して６,６００円、ウが２割軽減世帯対象分で、

足して１万５６０円、エが、軽減なし世帯分で、足して１万３,２００円となり、令和４年度分

から、これまでの軽減にプラスしてさらに軽減されることになります。 

 高千穂町の国保でこの軽減対象となるのは、今年２月現在で試算した結果、人数が７３名、軽

減額が合計で６３万円程度であります。国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１を負担して、

国保特別会計に軽減額を補填することになります。 

 この改正は、令和４年４月１日から施行するものでありますが、一部公布の日から施行するも
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のも含まれております。 

 次に、議案集の１２７ページを御覧ください。 

 議案第１１号令和３年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまして御説

明いたします。 

 今回の補正は、事業勘定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９,１５２万６,０００円

を追加し、補正後の総額を、歳入歳出それぞれ１８億７,３３４万６,０００円とするものであり

ます。 

 １２８ページ、歳入でありますが、国民健康保険税２７９万８,０００円の減につきましては、

税務課で賦課し、被保険者の方に納めていただいております国保税、医療給付費現年課税分で精

算見込みによるものです。 

 県支出金９,２３７万６,０００円の増につきましては、保険給付費等交付金の普通交付金分で、

保険給付費高額療養費の精算見込みによるものと、特別交付金分で、病院事業会計へ繰り出す土

日の当直医師の人件費の一部、人工透析費のモニター５台分を入れ替えた費用分の一部でありま

す。 

 繰入金１９４万８,０００円の増につきましては、国、県からの負担費用を一般会計経由で繰

り入れます。保険基盤安定繰入金の保険税軽減分、保険者支援分の増減、及び保健センターの施

設管理運営費分の減などによるものであり、それぞれ精算見込みによるものであります。 

 １２９ページ、歳出でありますが、保険給付費８,８００万円の増につきましては、国保連合

会を経由して各医療機関へ支払う診療報酬、高額療養費等の負担金で精算見込みによるものであ

ります。 

 国民健康保険事業費納付金は、財源組替えのみ行っております。 

 保健事業費８５万円の減につきましては、保健センターの施設管理運営費のうち、職員手当及

び事務費の精算見込みによるものであります。 

 諸支出金４３７万６,０００円の増につきましては、病院事業会計へ繰り出す土日の当直医師

の人件費の一部、人工透析モニターの入れ替えの費用であります。 

 １３１ページ以降、事項別明細書を添付しておりますので、御参照ください。 

 以上、議案２件につきまして、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第５号、第６号について、農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  それでは、農林振興課所管の条例改正１件、条例の制定１件

について御説明申し上げます。 

 まず、議案第５号公の施設に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 議案集の５５ページをお開きください。 
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 公の施設に関する条例の別表第１中にあります高千穂町農林水産物直売食材供給施設の名称を、

道の駅高千穂（物産館、レストラン）に、設置目的を、農林水産物加工品の販売及び飲食物を提

供する施設に改めまして、同表に名称、高千穂がまだせ市場直売所鬼八の蔵、設置目的、農畜産

物や加工品等を販売することで、地域の活性化と農家経営の安定を図るための拠点となる施設を

新たに加えるものであります。 

 次に、議案集の５７ページをお開きください。 

 議案第６号道の駅高千穂の設置及び管理に関する条例の制定についてでございます。 

 本施設は、平成１５年３月２９日に開業し、町の公の施設として管理運営しているものですが、

地方自治法第２４４条の２の規定、及び本町の公の施設に関する条例の第１０条第２項にありま

すように、指定管理者が行う公の施設の管理基準及び業務の範囲、その他の必要な事項は別に定

めるものとするとなっており、公の施設の設置目的を効果的に達成するために、民間活力を生か

した公共施設等の管理運営を推進するために、今回、道の駅高千穂の設置及び管理に関する条例

を制定するものであります。 

 以上、条例改正１件、条例の制定１件につきまして、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第１３号について、保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  それでは、保健福祉総合センター所管の議

案第１３号令和３年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第４号）について御説明いたします。 

 議案集は１５７ページからになります。 

 今回の補正は、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２３０万９,０００円を追加

し、補正後の予算総額を１５億２,９９９万６,０００円とするものであります。また、介護サー

ビス事業勘定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ２３万２,０００円を減額し、補正後の予算

総額を１,１５５万２,０００円とするものであります。 

 補正の主なものを御説明いたします。 

 まず、事業勘定ですが、１６０ページの歳入で、国庫支出金が７６５万７,０００円、県支出

金７２万４,０００円の追加で、介護給付費負担金の増額であります。また支払い基金交付金

３２４万５,０００円の減額は、介護給付費交付金、地域支援事業支援給付金の減額に伴う負担

金割合に応じた減額が主なものであります。 

 一般会計繰入金の減額は、低所得者保険料軽減繰入金２８２万７,０００円の減額が主なもの

であります。 

 次に、１６１ページの歳出ですが、保険給付費については、各サービスの給付見込みによる給

付等に基づき、給付費内で補正予算の組替えを行うものであり、追加の補正額は生じておりませ

ん。 
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 次に、地域支援事業費ですが、７４万３,０００円の減で、事業の実績見込みに伴うものと、

研修会中止等に伴う旅費や研修会負担金の減額が主なものであります。 

 次に、予備費が３３６万３,０００円の追加で、財源調整に伴うものであります。 

 次に、諸支出金が２３万２,０００円の減額で、介護サービス事業勘定繰出金の減額でありま

す。 

 １６３ページ以降に、事項別明細書を添付しておりますので、参考にしていただきますようお

願いいたします。 

 次に、１７８ページからの介護サービス事業勘定ですが、歳入として繰入金が２３万

２,０００円の減額で、事業勘定からの繰入金の減額であります。 

 次に、１７９ページの歳出ですが、総務費が２３万２,０００円の減額で、研修会中止に伴う

旅費、ＥＴＣ使用料等の減額が主なものであります。 

 １８１ページ以降に、事項別明細書を添付しておりますので、参考にして御審議いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 以上、説明を終わらせていただきます。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第１４号について、病院事務長。 

○病院事務長（須藤 浩文事務長）  議案第１４号令和３年度高千穂町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第３号）につきまして御説明いたします。 

 議案集の１９１ページをお開きください。 

 今回の補正は、第２条で、予算第３条に定めた収益的収支のうち、収入の第１項、医業収益の

額を１,１３０万円の増額、第２項医業外収益の額を６,８２２万円増額し、補正後の病院事業収

益を２１億３,４９１万８,０００円に、また、支出の第１項医業費用の額を１,５４６万

４,０００円増額、第２項医業外費用の額を２００万円増額、第３項特別損失の額を３１万

６,０００円増額し、補正後の病院事業費用を２３億７,２４７万７,０００円にするものです。 

 次に、第３条で、予算第４条に定めた資本的収支のうち、収入の第１項企業債の額を

２,０００万円減額、第３項繰入金の額を６４万２,０００円減額し、補正後の資本的収入を１億

３,６００万３,０００円とするものです。 

 次に、第４条で、予算第７条に定めた棚卸資産の購入限度額を４００万６,０００円増額し、

補正後の額を３億２,８５６万９,０００円とするものです。 

 補正の主なものにつきましては、議案集１９３ページの予算実施計画補正で御説明いたします。 

 収益的収入のうち、医業収益のその他医業収益の１,１３０万円の増額は、公衆衛生活動の増

によるものです。 

 医業外収益の国県補助金の４,７８９万１,０００円の増額は、新型コロナウイルス感染症の空
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床確保、及び令和２年度インフルエンザ発熱外来設置補助の増、訪問看護収入の１,０４７万

９,０００円の増額は、実績による増によるものです。 

 収益的支出につきましては、医業費用の材料費の４００万６,０００円の増額は、薬品費及び

診療材料費の増、経費の１,１４５万８,０００円の増額は、検査等の委託が増えたことによるも

のです。 

 続きまして、議案集１９４ページの資本的収入について御説明いたします。 

 収入におきまして、企業債２,０００万円の減額は、起債をしていなかったため、また、国県

補助金の６４万２,０００円の減額は、補助対象の購入の減によるものです。 

 １９５ページ以降に、予定キャッシュフローの計算書、予定貸借対照表を添付しておりますの

で、併せて御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで午後１時１０分まで休憩します。 

午前11時57分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時10分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、令和４年度当初予算議案について説明を求めます。 

 初めに、議案第１５号について、財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  それでは、議案第１５号令和４年度高千穂町一般会計予算につい

て御説明いたします。 

 議案集の３０４ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８６億８００万円と定めるものであります。 

 第２条で債務負担行為の事項、期間及び限度額を、第３条で地方債の目的限度額、起債の方法

などを、第４条で一時借入金の最高限度額を７億円に、第５条で、同一款内における各項間の予

算の流用について定めるものであります。 

 次に、３０９ページをお開きください。 

 債務負担行為は、畜産関係の地域肉用牛振興特別対策利子補給事業及び繁殖経営安定資金利子

補給事業でございます。 

 次の３１０ページは地方債ですが、過疎対策事業債、緊急防災・減災事業債、地域活性化事業

債、一般単独事業債、公営企業会計適用債、災害復旧事業債につきましては、投資的事業等に充

当する町債であります。 

 また、臨時財政対策債は、財源不足に対処するため、地方交付税算定基準に基づいて発行が許

可される予定額について計上したもので、限度額を１億１,０５４万１,０００円に設定していま
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す。 

 地方債は公営企業会計適用債を除き６億４３４万１,０００円を計上しております。 

 それでは、予算内容の主なものについて、お手元に配付しました令和４年度高千穂町一般会計

当初予算説明資料で御説明いたしますので、１,０６１ページの総括表をお開きください。 

 まず、歳入の町税ですが、全体では１０億１７４万７,０００円となり、前年度に比べ

９,６１１万３,０００円の増となりました。令和３年度の収納実績から個人、法人ともに増額と

しており、固定資産税、軽自動車税とも増額としております。 

 次に、地方譲与税は６７４万８,０００円増の９,６２７万２,０００円としております。 

 利子割交付金は２万５,０００円減の４６万６,０００円、配当割交付金は７万９,０００円減

の１４９万８,０００円を見込んでいます。 

 株式等譲渡所得割交付金は５万８,０００円減の１０８万３,０００円、法人事業税交付金は

２２万４,０００円減の４２４万１,０００円。 

 地方消費税交付金は４４５万６,０００円減の２億１,８２９万６,０００円。 

 環境性能割交付金は１９万円減の３６１万円を計上しております。 

 次に、地方特例交付金は、軽自動車減収補塡特例交付金の廃止により、６０５万８,０００円

減の３４５万円を計上しています。 

 次に、地方交付税ですが、国の地方財政計画による増見込みにより、前年度比１億

４,４１１万７,０００円増の３９億２,３１１万７,０００円を計上しています。内訳は、普通交

付税で３４億９,７８１万８,０００円、特別交付税は４億２,５３０万４,０００円となっていま

す。 

 交通安全対策特別交付金は、ほぼ同額の８４万５,０００円を計上しております。 

 次に、分担金及び負担金１億４０９万４,０００円は、前年度比４６１万２,０００円の増であ

ります。主なものは、農林水産業費分担金６０９万１,０００円、児童保護費負担金２,３２４万

円。老人福祉負担金３,６６４万８,０００円、西臼杵公立病院統合再編準備室負担金

１,４７８万８,０００円を計上しております。 

 次に、使用料及び手数料１億２,７５９万４,０００円は、前年度比２５７万９,０００円の減

ですが、バス使用料・入湯料の減を見込んでおります。 

 次に、国庫支出金８億８,８３６万５,０００円は、前年度比４,３３１万２,０００円の減であ

ります。新型コロナワクチン接種対策費国庫負担金の減１,６７３万９,０００円、児童福祉費補

助金６,２９１万８,０００円、官民連携基本整備推進調査費補助金２,３４０万７,０００円の減

が主なものです。 

 県支出金８億８,２３３万円は、前年度比３,６２４万６,０００円の増であります。 



- 32 - 

 林業費補助金２,４３９万９,０００円の減及び社会福祉費補助金９５９万１,０００円、選挙

費委託金１,０７０万円の増が主なものです。 

 財産収入１億９,２７７万円は、前年度比３３８万９,０００円の減です。生産物売払い収入の

減を見込んでおります。 

 寄附金は１億５,０１０万１,０００円を計上しておりますが、ふるさと納税額については、前

年度と同額を計上しております。 

 繰入金は２億７,８４０万４,０００円を計上しています。 

 財政調整基金２億２,４３２万３,０００円。公共施設等整備基金１,９００万円、ふるさと応

援基金３,０００万円、新型コロナワクチン対策基金４００万円ほかとなっています。 

 繰越金は１,７００万円を計上しています。 

 諸収入は１億８３７万６,０００円で、前年度比１億１,７４５万５,０００円の減です。高千

穂鉄道施設整備基金精算金の減によるものです。 

 町債につきましては、対前年度比２億９,４９０万９,０００円の減、６億４３４万

１,０００円を予定しているところでございます。 

 内訳は、過疎対策事業債３億４,６８０万円、地域活性化事業債２,５００万円、緊急防災・減

災対策債２,７００万円、一般単独事業債９,４００万円、災害復旧事業債１００万円、臨時財政

対策債１億１,０５４万１,０００円を予定しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 議会費は９,２７８万７,０００円、前年度比２２０万４,０００円の減額で計上しております。

職員の人件費減が主なものです。 

 総務費は１２億４,８０８万円、前年度比４,６５０万円の減額で計上しております。減額の主

なものは、高千穂鉄道整備基金積立金の減１億２,２２２万７,０００円等です。４年度事業では、

ふるさと納税推進事業７,８４４万８,０００円、鉄道跡地公園化事業２,８４３万９,０００円、

経済好循環創造プロジェクト事業５,８８０万７,０００円、ふれあいバス運行管理費

８,１４４万８,０００円、選挙費として、参議院議員選挙費、県知事選挙費、県議会議員選挙費、

高千穂町長選挙費の計３,８７２万３,０００円を計上しております。 

 次に、民生費は２３億１,４６２万６,０００円、前年度比１,７６９万７,０００円の減額であ

ります。児童福祉施設費の減１億１,１８７万２,０００円は、中央保育園建設補助金の減が主な

ものです。国保会計繰出金等１億８,１００万円、社会福祉協議会運営補助金３,４０５万

３,０００円ほか児童福祉、障害者福祉、老人福祉関係扶助費などを計上しております。 

 次に、衛生費は７億５,１６７万４,０００円、前年度比２７８万４,０００円の増額でありま

す。新型コロナワクチン接種体制確保事業１,８８１万円、西臼杵３町公立病院再編準備室運営
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事業費３,３４１万６,０００円等を計上しております。 

 次に、農林水産業費は１３億５,４３９万６,０００円で、前年比７,６００万９,０００円の増

額です。農業振興費では、中山間地域直接支払制度事業交付金２億５,１０６万９,０００円、高

千穂ファーマーズスクール事業３９９万８,０００円、農地費は農地防災事業５,５２０万

７,０００円、小水力発電設備整備事業費１億６,１１８万９,０００円等となっております。 

 畜産業費は３,６７７万円、林業土木費は１億４,３７４万６,０００円を計上しております。 

 次に、商工費は２億９,３３６万６,０００円で、前年比１,５９１万１,０００円の減額であり

ます。商工業振興費で、新型コロナウイルス対策利子補給金の減３５６万円、ＩＴセンター管理

費の減８７９万４,０００円が主なものです。観光振興事業費は１億５８１万４,０００円で、

１,７３６万円の増ですが、観光マスタープラン策定業務、地域経済活性化事業委託業務が主な

要因です。 

 次に、土木費は８億５,７３９万７,０００円で、前年比９,１９２万５,０００円の増額であり

ます。地方創生道整備交付金事業６,５１６万円、社会資本整備総合交付金事業１億６,４４４万

５,０００円、都市再生整備計画事業１億２,０００万円、九州中央自動車道関連事業費

２,０００万円等を計上しております。 

 次に、消防費は３億６,１１１万８,０００円。前年比２,３９２万３,０００円の増額です。消

防施設費の増１,８６３万２,０００円、常備消防費の増４２１万４,０００円となっています。 

 教育費は５億５,１４０万１,０００円、前年比９２３万５,０００円の増額でありますが、ス

クールアシスタント配置事業ほか、会計年度任用職員人件費、コミュニティセンター管理費の増

額となっております。 

 災害復旧費は４００万円で、前年度より４０２万円減額となっております。 

 公債費は元利償還金合わせて７億７,３７９万６,０００円で、前年度より１,４９０万

３,０００円の減となっております。 

 予備費として５３５万９,０００円を計上しております。 

 以上で、歳入及び歳出の説明を終わります。 

 ただいま説明で使用しました高千穂町一般会計当初予算説明資料の１,０６２ページから歳入

歳出分析表、会計別予算総括表、特別会計繰出金調書、投資的経費主要事業一覧、基金保有状況

等を示しております。 

 また、議案集の３１２ページ以降に歳入歳出予算の事項別明細書を添付しておりますので、参

考にしていただきたいと存じます。 

 以上で、議案第１５号令和４年度高千穂町一般会計予算の説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 
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○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第１６号、第２１号について福祉保険課長。 

○福祉保険課長（有藤 寿満課長）  福祉保険課所管の令和４年予算、議案２件につきまして御説

明いたします。 

 議案集５０２ページを御覧ください。 

 初めに、議案第１６号令和４年度高千穂町国民健康保険特別会計予算は、第１条で、事業勘定

の歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億６,６３４万９,０００円とし、第２条で、一時借入金の

最高額を２億５,０００万円と定め、第３条において、歳出予算の流用について定めております。 

 ５０４ページの歳入でありますが、国民健康保険税は２億８,９９０万６,０００円を計上して

おり、全体の１６.４％を占めておりますが、新型コロナの影響による被保険者の所得減少など

の予測や被保険者の減少により、昨年度より５３６万円余りを少なく見込んでおります。 

 一部負担金２,０００円は残のみの計上です。 

 使用料及び手数料１４万３,０００円は、督促手数料です。 

 県支出金１２億９,５３６万３,０００円は、保険給付費等交付金で、全体の７３.３％を占め

ております。 

 財産収入３１万円は準備積立基金利子です。 

 繰入金１億７,９９９万７,０００円を計上し、全体の１０.２％を占めており、基盤安定繰入

金、職員給与費、出産育児一時金、財政安定化支援事業費などの一般会計繰入金が１億

７,９９９万６,０００円で、準備積立基金繰入金が、残のみの１,０００円の計上です。 

 繰越金２,０００円は残のみの計上です。 

 諸収入６２万６,０００円は、延滞金、預金利子、特定健診受託料及び第三者納付金、雇用保

険等個人負担金、健診等個人負担金などの雑入です。 

 次に、５０５ページ、歳出でありますが、総務費４,１６１万５,０００円は国保係６名分の人

件費、国保連合会事務費負担金、国保運営協議会運営費などの事務的経費です。 

 保険給付費１２億３,１９０万２,０００円は、連合会経由で、各医療機関へ支払うための診療

報酬負担金、総務費、高額療養費、出産育児一時金、葬祭費などの負担金で、全体の６９.７％

を占めております。 

 国民健康保険事業納付金４億８３１万９,０００円は、国保税を県へ納付するための被保険者

医療給付費、後期高齢者支援金、介護納付金で、全体の２３.１％を占めております。 

 保険事業費６,２０３万円は、疾病予防費、後期医療と介護予防の一体的実施事業費、特定健

診事業費、保健センター国保担当４名分の人件費、その他事務的経費などです。 

 基金積立金３１万１,０００円は、準備積立基金利子の積立金です。 

 公債費１６万５,０００円は、一時借入金利子です。 
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 諸支出金２００万６,０００円は、過年度保険税の還付金が主なものです。 

 予備費は２,０００万円で、共同事業拠出金１,０００円は、残のみの計上であります。 

 ２月１日現在、国保加入世帯が１,９７０世帯で、昨年同日と比較し２８世帯の減、被保険者

数が３,２０３名で、１２８名減少しております。予算額は前年度より１,９５３万５,０００円、

１.１％の減となっておりますが、県の試算では、新型コロナウイルス感染症による医療機関の

受診控えや被保険者数の減などに伴い医療費が減少するものと見込んでおります。 

 引き続き、制度改正の動向などに注視しながら、医療費の抑制を図るため、重症化予防などの

保険予防活動を積極的に推進し、健全な国保運営に努めてまいります。 

 ５０８ページ以降、事項別明細書を添付しておりますので、御参照ください。 

 次に、議案集１,００２ページを御覧ください。 

 議案第２１号令和４年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算について御説明いたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を、それぞれ１億８,００２万円とし、第２条で、一時借入金

の最高額を１億円と定めております。 

 １,００３ページ、歳入でありますが、後期高齢者医療保険料は、非保険者から納付していた

だく特別徴収、普通徴収合わせて１億１,６０７万８,０００円を計上しており、全体の

６４.５％を占めております。 

 使用料及び手数料３万３,０００円は督促手数料です。 

 繰入金５,５９７万５,０００円は一般会計からの事務費及び基盤安定繰入金で、全体の

３１.１％を占めております。 

 繰越金１,０００円は、残のみの計上です。 

 諸収入７９３万３,０００円は、保険料過年度還付金、広域連合からの健診受託事業収入が主

なものです。 

 次に、１,００４ページ、歳出ですが、総務費８６３万２,０００円は、一般管理費の事務的経

費、徴収費、健診に伴う経費が主なものです。 

 後期高齢者医療広域連合納付金１億７,１０８万７,０００円は、広域連合への保険料納付金で、

全体の９５％を占めております。 

 諸支出金３０万円は、保険料の過年度還付金です。 

 予備費は１,０００円を計上しております。 

 ２月１日現在、被保険者数が２,６６１名で、昨年より１８名減少し、予算は１,３０７万

２,０００円、６.８％の減となり、広域連合への保険料納付金の減が主な要因であります。令和

４年度におきましても、引き続き、医療費の抑制を図るため、重症化予防などの保険予防活動を

積極的に推進し、健全な運営に努めてまいります。 
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 １,００６ページ以降、事項別明細書を添付しておりますので、御参照ください。 

 以上、福祉保険課所管議案２件につきまして、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第１７号、第１８号、第２３号について、上下水道課長。 

○上下水道課長（江藤 良一課長）  それでは、上下水道課所管の特別会計予算、公営企業会計予

算、合わせて３件の議案について御説明いたします。 

 初めに、議案第１７号令和４年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算でありますが、議案集の

６０２ページからになります。 

 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,０４６万９,０００円と定めております。内容につ

きましては、次ページの第１表歳入歳出予算で御説明いたします。 

 まず、歳入の主なものは、使用料及び手数料が６,１５９万５,０００円、一般会計繰入金が

２,８１６万円、雑入その他が７１万４,０００円であります。 

 ６１４ページを御覧ください。 

 一方、歳出につきましては、衛生費の簡易水道費、維持管理費では９,０４６万７,０００円を

計上しております。 

 内訳の主なものとしましては、職員の人件費に１,５３２万５,０００円、需用費では、経営統

合した水道組合施設の電気料７４７万６,０００円と修繕料７０７万円、役務費では、水質検査

手数料１,４００万５,０００円、委託料では、経営統合した水道組合の施設維持管理委託料とし

て、業者委託分が９７９万６,０００円、個人委託分が７７５万９,０００円、給水区域拡張と水

源地の変更に伴う事業変更認可申請設計委託料として７２３万６,０００円、合わせて

２,４７９万１,０００円を計上しております。 

 詳細につきましては、６０６ページ以降に事項別明細書を添付しておりますので、御参照いた

だきますようお願いいたします。 

 次に、議案第１８号令和４年度高千穂町下水道事業特別会計予算について御説明いたします。 

 ７０２ページからになります。 

 まず、第１条では、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５,１８６万円と定めており

ます。 

 歳入歳出予算の内訳につきましては、次ページの歳入歳出予算で御説明いたします。 

 歳入の主なものは、繰入金の一般会計繰入金が１億４,０８４万８,０００円、諸収入のうち、

眞名井橋梁架け替え工事に伴う下水道管移設に伴う補償金として２,０００万円、町債の下水道

債が１,４００万円、使用料及び手数料の下水道使用料が７,５００万円となっております。 

 ７１４ページを御覧ください。 

 一方、歳出につきましては、総務管理費が４,８９３万３,０００円で、職員の人件費や公営企
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業会計移行業務委託料及び支払消費税が主なものであります。 

 次に、次ページの下水道事業費は５,０５０万円で、事業内容としましては、国庫補助事業の

下水道管管路点検業務委託の継続と、下水道施設監視システムの更新委託料に１,６００万円、

青葉通線田口野下水道管施設設計委託料に１,０００万円、眞名井橋梁架け替え工事に伴う下水

道管移設工事費に２,０００万円などが主なものとなっております。 

 公債費は長期債元利償還金が９,７０３万６,０００円、下水道管理費は、５,４３９万

１,０００円で、浄化センター及びマンホールポンプ等の管理委託料、維持管理経費などが主な

ものであります。 

 次に、第２条では、地方債について定めております。 

 ７０５ページの地方債を御覧ください。 

 下水道事業特別会計を公営企業会計に移行するために借り入れる地方債について、起債の目的、

限度額、起債の方法、利率、償還の方法について定めるものであります。 

 次に、第３条では、一時借入金の借入れ最高額を２,０００万円と定めております。 

 最後に、第４条では、歳出予算の流用ができる場合を定めております。 

 詳細につきましては、７０６ページ以降に歳入歳出予算事項別明細書を添付しておりますので、

御参照していただきますようお願いいたします。 

 最後に、議案第２３号令和４年度高千穂町水道事業会計予算でありますが、議案集の

１,０４０ページからになります。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額から御説明いたします。 

 令和４年度の収益的収入及び支出の総額は、収入、支出それぞれ１億４,６３８万１,０００円

と定めております。 

 収入の水道事業収益１億４,６３８万１,０００円の内訳は、第１項の営業収益１億

４,２０２万９,０００円につきましては、水道使用量が主な収入となっております。 

 続いて、第２項の営業外収益４３５万２,０００円につきましては、長期前受金戻入が主な収

入となっております。 

 一方、支出の水道事業費を１億４,６３８万１,０００円の内訳は、第１項の営業費用１億

３,４８８万８,０００円は、上水道事業の主たる事業活動を行うための費用であり、職員の人件

費、水道施設の維持管理、保守に必要な委託料、電気料、修繕料及び水質検査手数料などの支出

が主なものであります。 

 次に、第２項の営業外費用、１,０４９万２,０００円では、企業債利息２７７万８,０００円

と支払消費税７５０万３,０００円などを計上しております。 

 また、第３項では、特別損失として５０万１,０００円、第４項に予備費５０万円を計上して
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おります。 

 ここで、第３条予算に関する御報告があります。 

 令和元年度予算から御塩井ポンプ場の電気料金相当額を旭化成から寄附金を受け入れ、上水道

企業会計が電気料金を払う予定で、３年間予算計上をしてきました。しかし、具体的な協議が進

まず、今日まで旭化成が電気料を直接、支払っておりました。 

 昨年になり、旭化成グループエネルギーセンターが小売電力事業者として、２０２０年に経済

産業省に登録されたことに伴い、本年４月１日から、御塩井ポンプ場の電気料を旭化成が供給で

きるようになりました。したがいまして、令和４年度予算からは、御塩井ポンプ場の電気料金に

相当する寄附金の収入と電気料の支出が削除されておりますので、御報告いたします。 

 次に、第４条では、資本的収入及び支出の予定額について計上しております。 

 収入につきましては、資本的収入２,４００万３,０００円のうち、企業債２,０００万円と国

道３２５号線道路拡張工事及び眞名井橋梁架け替え工事に伴う水道管移設工事補償金として、

４００万円を計上しております。 

 一方、支出の資本的支出総額３,９０５万７,０００円の内訳は、建設改良費の工事請負費が

１,１９０万円で、老朽管の布設替え工事、道路改良工事に伴う排水管改良工事などを予定して

おります。 

 同じく、委託料では、管路施設更新計画策定業務委託料と松能橋田口野線水道管移設工事設計

業務委託料を合わせた１,０４０万円を計上しております。 

 固定資産購入費では、配水池の水位の異常を知らせる監視システム、揚水機の購入など、合わ

せて３００万円を計上しております。 

 企業債償還金では、企業債償還金、元金１,３６５万６,０００円を計上しております。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１,５０５万４,０００円は、消費税資本的収支

調整額、当年度損益勘定留保資金、建設改良積立金で補塡することとしております。 

 次ページの第５条では、一時借入金の限度額を２,０００万円と定めております。 

 第６条では、企業債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めております。 

 第７条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職員給与費

４,７８５万３,０００円と公債費４万円を定めております。 

 第８条では、一般会計からの水道事業会計補助を受ける補助金の額を９９万円と定めています。 

 最後に、第９条では、棚卸資産の購入限度額を２１０万８,０００円と定めております。 

 以上が水道事業会計予算についての説明でありますが、１,０４２ページ以降に説明資料を添

付しておりますので、御参照していただきますようお願い申し上げます。 

 以上、上下水道課所管の令和４年度予算議案３件につきまして、御審議のほどよろしくお願い
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いたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第１９号、第２０号について、保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  それでは、保健センター所管の令和４年度

当初予算議案２件につきまして御説明いたします。 

 まず、議案第１９号令和４年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算について御説明申し上

げます。 

 議案集は８０２ページからとなります。 

 まず、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ１,３４４万２,０００円と定めるものでありま

す。前年度と比較し、１０２万５,０００円の増額となっております。 

 まず、８０３ページの歳入で、分担金及び負担金を１,３３４万１,０００円計上しております。

運営費を西臼杵３町にて負担していただくものでありますが、職員を介護保険事業の業務と兼務

しているため、人件費の２分の１を高千穂町負担とし、その額を除いた経費を西臼杵３町にて負

担するものであります。 

 次に、８０４ページの歳出ですが、介護認定審査会の運営費としまして１,３４４万

２,０００円の計上で、審査会委員の報酬、審査システムの使用料、職員の人件費が主なもので

あります。 

 ８０６ページ以降に事項別明細書を添付しておりますので、参考にしていただきますようお願

いいたします。 

 次に、議案第２０号令和４年度高千穂町介護保険特別会計予算につきまして御説明いたします。 

 議案集は９０２ページからとなります。 

 まず、第１条で、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４億５,９２６万

５,０００円、サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額をそれぞれ１,１４１万円と定めておりま

す。 

 第２条で、一時借入金の最高額を５,０００万円と定め、第３条で、予算の流用について定め

ております。 

 次に、９０５ページからの保険事業勘定ですが、前年度と比較して８,４１３万９,０００円の

増額となっております。 

 歳入について、主なものを御説明いたします。 

 まず、保険料が２億４,５５５万６,０００円の計上で、６５歳以上の第１号被保険者からの保

険料であります。 

 次に、分担金及び負担金が３２４万円の計上で、事業利用者の負担金であります。 

 次に、国庫支出金が３億９,１６７万４,０００円、支払基金交付金が３億６,８９４万
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７,０００円、県支出金が２億１,１４２万円、それぞれの計上ですが、保険給付費等に係る負担

割合に応じた計上であります。 

 次に、繰入金が２億３,７７０万３,０００円の計上で、保険給付費等に対しての一般会計から

の繰入金であります。 

 次に、９０６ページの歳出について、主なものを御説明いたします。 

 総務費が３,１９０万３,０００円の計上で、職員の人件費、介護認定調査等の経費が主なもの

であります。 

 次に、保険給付費が１２億８,２６８万３,０００円の計上で、対前年度比９,０６４万円の増

額となりましたが、サービス利用による保険給付費の見込みによる計上であります。 

 次に、地域支援事業費が１億２,３５１万３,０００円の計上で、対前年度比３１４万

３,０００円の増額となりました。３年度実績見込みを基にした計上であります。 

 次に、予備費として１,４２７万１,０００円、諸支出金が６４７万９,０００円、保険料の還

付金及び介護サービス事業勘定への繰出金を計上しております。 

 なお、９０８ページ以降に事項別明細書を添付しております。 

 次に、９３６ページからの介護サービス事業勘定ですが、前年度対比１２７万９,０００円の

減額で、配置職員の変更に伴う人件費の減額が主な要因であります。 

 ９３７ページの歳入について、主なものを御説明いたします。 

 まず、サービス収入が５６０万３,０００円の計上で、要支援及び要介護の方のケアプラン作

成による収入であります。 

 次に、繰越金が５４７万７,０００円の計上で、保険事業勘定からによるものであります。 

 次に、９３８ページの歳出ですが、総務費が７４７万９,０００円の計上で、職員の人件費及

び研修費が主なものであります。 

 次に、サービス事業費が３９３万１,０００円の計上で、会計年度任用職員報酬、パソコンシ

ステムの使用料が主なものであります。 

 ９４０ページ以降に、事項別明細書を添付しておりますので、参考にしていただきますようお

願いいたします。 

 町の高齢化率も４３％を超えてまいりまして、それに伴い、保険給付費も増加傾向となってお

ります。平均寿命が延びゆく中で、介護予防事業の必要性がますます高くなっております。町で

は、地域の住民の皆さんの御協力も頂きながら予防事業のますますの推進を図り、介護を受けず

に済む健康寿命を延ばす取組を積極的に行ってまいります。 

 以上で、保健福祉総合センター所管の議案２件についての説明を終わらせていただきます。御

審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（坂本 弘明議員）  続いて、議案第２２号について、病院事務長。 

○病院事務長（須藤 浩文事務長）  議案第２２号令和４年度高千穂町国民健康保険病院事業会計

予算について御説明いたします。 

 議案集の１,０２０ページを御覧ください。 

 まず、第２条では、業務予定量を定めております。病床数は、一般病床６０床、療養病床

６０床、計１２０床となっております。年間患者数は、入院３万２,８５０人、外来９万

３,４８０人、１日平均患者数は、入院９０人、外来３８０人と見込んでおります。 

 主な建設改良事業といたしましては、医療機器などの有形固定資産購入費８,６６３万

８,０００円を計上しております。 

 次に、第３条では、収益的収入及び支出の予定額を定めるものであります。 

 収入につきましては、病院事業収益の総額を２０億８,２７３万４,０００円、内訳は、医業収

益を１８億９,０１１万５,０００円、医療外収益を１億９,２６１万９,０００円、また、支出に

つきましては、病院事業費用の総額を２３億９,３６６万９,０００円、内訳は、医業費用２２億

４,７０４万３,０００円、医療外費用１億４,６６２万４,０００円、特別損失額２,０００円を

計上しております。 

 次に、第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めるものであります。 

 収入につきましては、資本的収入の総額を１億３,８６４万５,０００円、内訳は、負担金１億

３,５８９万５,０００円、繰入金２７５万円、また、支出につきましては、資本的支出の総額を

２億７,３５３万７,０００円、内訳は、建設改良費１億６３２万６,０００円、企業債償還金

１億６,１２１万１,０００円、就学資金貸付金６００万円を計上しております。 

 次に、第５条では、予定支出の項目の経費の金額を流用することができる場合として、次のよ

うに定めるものであります。 

 業務量の増加等に伴い、病院事業の業務のため、直接必要な経費に不足を生じたときと定めて

おります。 

 次に、第６条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、（１）職員

給与費１３億２００万円、（２）公債費１５０万円、（３）訪問看護費のうち職員給与費を

３,８０５万１,０００円と定めるものであります。 

 第７条は、棚卸資産の購入限度額を３億２,５９９万２,０００円と定めるものであります。 

 第８条は、重要な資産の取得及び処分について定めるものであり、取得する資産、処分する資

産につきましては、レントゲン画像システムの入替えを予定をしております。 

 説明は以上でございますが、１,０２２ページ以降に、予算実施計画、予定キャッシュフロー

計算書等の附属書類を添付しておりますので、併せて御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○議長（坂本 弘明議員）  なお、議案第２４号につきましては、町長の説明のとおりであります

ので、関係課長の説明は省略します。 

 以上で、町長提案の日程第５、承認第１号から日程第３１、議案第２４号までの合計２７件に

ついて、説明が終わりました。 

 ただいま説明が終わりました議案第２４号を除く質疑につきましては、議案熟読の休会を経て、

次の会議で行うこととします。 

 ここで、議案第２４号の議案熟読のため、午後２時１５分まで休憩いたします。 

午後２時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時15分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第３１、議案第２４号高千穂町教育委員会委員の任命同意についてを議題とし、質疑を行

います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略して採決したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。よって、議案第２４号については、討論を省略

して採決することに決定しました。 

 これから議案第２４号を採決します。本案の採決は、無記名投票で行います。 

 議場出入口を閉鎖します。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（坂本 弘明議員）  ただいまの議長を除く出席議員数は１２名であります。 

 次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に議席番号８番、

中島早苗議員、議席番号９番、馬原英治議員、議席番号１１番、工藤博志議員の３名を指名しま

す。 

 念のため申し上げます。本案について賛成の方は投票用紙に「賛成」、反対の方は「反対」と

記入をお願いします。 

 なお、投票に賛否を表明しない投票及び賛否が明らかでない投票は、会議規則第８４条の規定

により、「否」とみなすことになっていますので、御承知おきください。 

 それでは、投票用紙を配付します。 
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〔投票用紙配付〕 

○議長（坂本 弘明議員）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

〔投票箱点検〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。議席番号１番、藤田利廣議員から議席番号順に順次投票を願い

ます。 

……………………………………………………………………………… 

 １番  藤田 利廣議員      ２番  田中 義了議員 

 ３番  佐藤さつき議員      ５番  板倉 哲男議員 

 ６番  磯貝 助夫議員      ７番  本願 和茂議員 

 ８番  中島 早苗議員      ９番  馬原 英治議員 

１０番  工藤 博志議員     １２番  富髙健一郎議員 

１３番  富髙 友子議員     １４番  佐藤 定信議員 

……………………………………………………………………………… 

○議長（坂本 弘明議員）  投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから開票を行います。 

 中島早苗議員、馬原英治議員、工藤博志議員、開票の立会いをお願いします。 

〔開票〕 

○議長（坂本 弘明議員）  それでは、開票の結果を報告します。 

 投票総数１２票。有効投票１２票。賛成１２票。 

 以上のとおり、賛成全員であります。したがって、議案第２４号高千穂町教育委員会委員の任

命同意については、同意することに決定しました。 

 議場出入口を開きます。 

〔議場開鎖〕 

────────────・────・──────────── 

○議長（坂本 弘明議員）  以上をもちまして、本日の日程は終了しましたので、これにて散会し

ます。 
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○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

午後２時25分散会 

────────────────────────────── 


